
第1回海業推進全国協議会

小さな漁港をフル活用
田尻漁協の海業の取り組み

令和5年１2月13日



昭和38年（60年前）の田尻漁港



魚庭
なにわ





•田尻漁協は、刺網を中
心に全員が沿岸で操業
する漁業者であり、埋
立て後は水揚げが激減
した。

•しかし港は大きく美し
くなり、田尻スカイブ
リッジというランド
マークもできた。

漁港を活用した集客
事業に舵を切った。



朝 市

ヨットハーバー

水上バイク

体験漁業

海鮮BBQ

釣り堀

カキ小屋

小さな港をフル活用した事業展開



日 曜 朝 市

平成６年８月開始

毎日曜07:00～12:00

平成５年の田尻町40周年
記念行事におけるナマコ
などの直売をきっかけに
始められた。

鮮魚・活魚 55%
その他水産物 10%
その他食品 15%
青果・花き 15%
その他  5%

４０余店舗出店

〇冬季平均1,500人
夏季平均3,000人の来客
〇商人店舗との協働
〇顧客ファースト・「安くて
良い物」の徹底
〇出店料¥3,000～¥7,000
〇田尻海業の要







漁業農業祭



タコカーニバル

平成15年 第1回田尻漁港～

りんくう沿岸漁業振興連絡会



出張朝市 奈良県大和高田市



漁業体験事業

平成６年開始

4月～11月営業

〇刺網やカゴの水揚げ体験
〇飛行機の離発着見学
〇獲れた魚を海鮮BBQ など







海鮮BBQ事業

平成６年開始

4月～11月営業

〇漁業体験とのセット
¥6,000～¥7,000
単体利用¥2,500 など







新BBQガーデン

平成30年(2018年)～

全天候型施設へ





カキ小屋

平成30年(2018年)～



マリーナ事業

平成６年開始

ヨット・モーターボート
60余艇



水上バイク艇庫 平成６年開始 80余艇



海上釣り堀事業

平成１２年開始







成功の要因

〇危機感の共有

〇一町一漁協

〇強いリーダーシップ

〇関空とスカイブリッジ

〇一気に複合的に実施

山積する問題

〇高齢化

〇資源減少

〇気候変動

〇観光漁業の弊害

〇コロナ禍

〇漁協合併論議

〇新たな取組み

〇養殖業の振興

〇新たな販路

〇加工品の開発

〇既存事業の磨き上げ

〇本業回帰

〇豊かな漁業資源



わかめ養殖漁業



ヨットハーバーテラスの常設イベントスペース化





新たに田尻漁港を拠点とした有名釣船



平成15年頃から続く環境保全活動








